
会   議   録 

会 議 名 山陽小野田市図書館協議会 

開催日時 令和２年２月２７日（木）午前１１時から午前１２時 

開催場所 山陽小野田市立中央図書館 視聴覚ホール 

出 席 者 
香川真澄会長、山本桂子副会長、城戸邦之委員、佐々木智子委員、若山さ

やか委員、川上富士子委員、橋本慎二委員、梅津弘美委員、中村明美委員 

欠 席 者 なし 

委 員 数   ９人 

出席者数   ９人 

欠席者数   ０人 

事務担当課 

及び職員 

教育委員会 長谷川教育長 社会教育課 河上課長 

中央図書館 山本館長、亀田副館長、金子主査、銭谷主任 

厚狭図書館 木船主事              ７人 

会議次第 １ 辞令交付 

２ 長谷川教育長あいさつ 

３ 委員紹介、職員紹介 

議事 

４ 平成３１年度事業報告について 

     (1) 中央図書館 

(2) 厚狭図書館 

山陽小野田市立図書館利用状況 平成24年度～29年度 

５  令和２年度事業について 

     (1) 重点目標、（案） 

(2) 活動方針 （案） 

６ その他 コロナウィルス感染症の対応について 

７  閉会あいさつ 

会議結果 ○任期満了により、全委員に辞令交付。 

○事務局から、山陽小野田市図書館協議会規則第３条第２項の規定によ

り図書館協議会の会議の成立を報告。   

○議事 

平成３１年度事業報告について 

事務局から、平成３１年度中央図書館、厚狭図書館の事業経過について

報告。 

質疑事項 

委 員：宇部市の図書館の利用はできるが、本の返却はこちらで（山陽

小野田市立図書館）できないものか。 

事務局：貸し出された本の管理は宇部市立図書館で行っている。山陽小

野田市立図書館には貸出者情報等がなく、管理することは困

難であり、宇部市の本を返却することはできない。 

    山陽小野田市立図書館を通して、他市町の本を取り寄せると、



市内の図書館で返すことができる。 

委 員：日本では小学校や幼稚園に入学する前の乳幼児のコミュニテ

ィーができていないので、図書館で作ってもらえないか。 

委 員：いろんな種類のカルタを取り寄せ、貸出しを行っている。遊び

の空間を提供するのは、物理的に限られたスペースの中では難

しい。 

令和２年度重点目標（案）活動方針（案）について 

事務局より令和２年度の重点目標（案）、活動方針（案）（中央図書館・

厚狭図書館）について説明。 

 委 員：図書館創発会議のメンバーはどのようになっているのか。 

事務局：メンバーは１０人ぐらいである。集まって、図書館でこんなこ

としたら面白いねとアイデアを出し、実施できるものは行って

いる。 

 委 員：そのメンバーはどのように選出しているのか。 

 事務局：こちらで呼びかけたり、随時募集している。。 

委 員：語り部の会から郷土の紙芝居を作ってもらっているので、活躍

できる場を作って欲しい。 

事務局：この３月末に計画していた紙芝居の講習会を開催する予定で

あったが、中止になった。そこで、手作り紙芝居を紹介するつ

もりでいた。来年度、いろんな形で紹介したい。 

その他 

事務局：新型コロナウィルスについて、図書館としての対応は３月末ま

で主催行事はすべて中止とする。４月以降については、状況を 

    みながら検討していく。開館は通常どおり行う。情報の提供も 

    見えるところに掲示していく。貸館については、主催者に判断

してもらう。 

 委 員：今年はバリアフリー映画はあるのか。 

 事務局：今年度はもうないが、来年度、また実施していく予定である。 

 

                             以上 

 


